
 

 

世帯数 3,219
人口 7,989
男 3,855
女 4,134

 

地区 日時 場所

下上 ８月１３日（土） 菊川公園

加見 ８月１３日（土） 加見公園

四熊 ８月１３日（土） 四熊公民館

小畑 ８月１４日（日） 小畑小グラウンド

地区 日時 場所

下上 ９月２５日（日） 菊川小学校

加見 ９月２５日（日） 菊川中学校

四熊 ９月２５日（日）
各自治会館
及び　公民館

小畑 ９月６日（火） 小畑公民館

住
み
よ
い
菊
川
を
つ
く
る
会 

総
会
報
告 

 

４
月 

日
（
日
）
に
住
み
よ
い
菊
川
を
つ
く
る
会

の
総
会
を
開
催
し
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
菊
川
地
区

の
自
治
会
長
様
に
、
事
業
の
報
告
や
計
画
、
予
算
の

関
係
の
承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

本
年
も
本
会
の
活
動
目
的
で
あ
り
ま
す
、
地
域
連 

帯
感
を
深
め
る
こ
と
、
そ

し
て
心
の
ふ
れ
あ
う
文

化
的
で
明
る
く
住
み
よ

い
菊
川
地
区
と
な
る
よ

う
に
、
精
一
杯
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
！ 

 

【
史
跡
案
内
板
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
】 

は
、
中
学
生
が
描
く
こ
と
で
決
ま
っ
て
お
り
、
今
回
は
史
跡

マ
ッ
プ
を
描
く
た
め
の
勉
強
会
を
兼
ね
て
、
地
区
の
史
跡
巡

り
を
３
回
行
い
ま
し
た
。
菊
川
地
区
は
史
跡
の
宝
庫
で
す
。

全
て
を
周
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
「
上
年
五
輪
塔
」
や
「
別
所
城
跡
」
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

今
後
は
実
際
に
中
学
生
が
史
跡
マ
ッ
プ
を
描
い
て
い
く
作

業
に
入
り
ま
す
。
来
年
の
春
に
看
板
を
設
置
し
ま
す
。 

 

昨
年
の
タ
ウ
ン
情
報
き
く

が
わ
７
月
号
で
も
お
伝
え
し

ま
し
た
が
、
現
在
、
中
学
生

９
名
を
主
体
と
し
て
、
菊
川

公
民
館
前
の
史
跡
案
内
板
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
を
企
画

進
行
中
で
す
。 

 

看
板
に
描
く
史
跡
マ
ッ
プ 

地
域
の
人
と
一
緒
に
さ
つ
ま
い
も
植
え 

 

 

６
月
８
日
に
菊
川
小
学
校
の
生
徒
と
菊
川
幼
稚

園
の
園
児
が
、
菊
川
小
学
校
近
く
に
あ
る
畑
で
地
域

の
方
た
ち
と
一
緒
に
さ
つ
ま
い
も
を
植
え
ま
し
た
。

子
供
達
が
さ
つ
ま
い
も
を
す
ぐ
に
植
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
前
も
っ
て
地
域
の
方
た
ち
が
畑
の
準
備
を
さ 

史
跡
巡
り
を
し
ま
し
た
！ 

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
無
事
に
全
部

で 
 

本
の
さ
つ
ま
い

も
を
植
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
い
ま
か
ら
秋

の
収
穫
が
待
ち
遠
し
い

で
す
ね
。 

24 

う
ち
わ
、
お
茶
の
準
備
を
し
て
菊
川
公
園
に
バ
バ

友
二
人
現
れ
る
。 

 

相
棒
は
腰
に
蚊
取
り
線
香
を
ぶ
ら
下
げ
て
「
う

ち
わ
持
っ
ち
ょ
る
、
さ
あ
行
く
か
ね
」
今
日
は
内

谷
辺
り
を
散
策
す
る
。 

 

新
内
谷
橋
を
渡
る
と
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、
ケ
キ
ョ
、

ケ
キ
ョ
と
鳴
き
声
「
あ
っ
聞
こ
え
た
鶯
じ
ゃ
ね
」

ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
と
続
け
て
鳴
く
の
を
鶯
の
谷
渡
り

と
言
う
ら
し
い
。
青
葉
若
葉
の
さ
わ
や
か
な
緑
の

中
、
小
鳥
と
蛙
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら
、
色
と

り
ど
り
の
あ
じ
さ
い
、
つ
つ
じ
、
あ
ざ
み
、
ど
く

だ
み
の
花
を
楽
し
み
、
時
折
、
車
と
す
れ
違
い
、

田
植
え
の
済
ん
だ
田
ん
ぼ
、
蛍
も
飛
び
交
う
で
あ

ろ
う
小
川
に
沿
っ
て
歩
く
、
し
ゃ
べ
る
、
し
ゃ
べ

る
、
歩
く
。
ひ
と
回
り
し
て
も
う
少
し
で
公
園
、

突
然
頭
上
を
真
黄
色
の
新
幹
線
が
通
過
し
て
行

く
。「
今
の
は
何
、
あ
ん
な
新
幹
線
初
め
て
よ
」 

 

夕
方
、
相
棒
か
ら
「
駅
へ
電
話
し
た
ら
、
あ
れ

は
ね
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
と
言
っ
て
線
路
を
点
検 

梅
雨
の
中
休
み
の
あ
る
日
、
日
傘
、 

す
る
車
輌
だ
っ

て
」「
そ
う
か
ね

聞
い
て
く
れ
た

ん
、
あ
り
が
と

う
さ
ん
」
や
っ

ぱ
り
持
つ
べ
き

も
の
は
友
で
し

ょ
う
。 
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【
答
え
】 

①
； 

②
； 

③
： 

 

④
＜ 

⑤
； 

⑥
＜ 

   

 

り
易
い
道
は
、
共
同
墓
地
か
ら
で
あ
る
。 

山
頂
に
は
、
平
坦
な
場
所
が
広
く
、
数
年
前
に
建
替

え
ら
れ
た
「
お
不
動
様
」
の
お
社
が
あ
り
、
現
在
も
、

毎
月
２
８
日
は
、
約
１
０
名
の
方
々
の
信
仰
の
対
象
と

し
て
、「
般
若
心
経
」
が
読
経
さ
せ
て
い
る
。
不
動
明
王

の
信
仰
は
、
弘
法
大
師
が
、
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
仏

で
、
光
背
に
火
焔
が
燃
え
、
恐
ろ
し
い
形
相
で
あ
る
が
、

煩
悩
を
抱
え
る
民
衆
を
力
強
く
、
積
極
性
に
救
う
有
難

さ
が
あ
る
。
南
側
を
中
心
に
、
数
段
の
壇
床
跡
が
あ
り
、

曲
輪
（
く
る
わ
）
が
あ
っ
た
だ
ろ
し
、
新
幹
線
と
の
間

の
平
坦
地
は
家
臣
団
の
館
も
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。 

こ
の
城
山
は
、「
梶
原
山
」
と
も
言
わ
れ
、
小
字
は
「
梶

原
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
麓
に
「
梶
原
四
郎
丸
」
と
い
う

城
主
が
居
を
構
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
今
と
な
っ
て

は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
判
ら
な
い
が
、
戦

国
最
強
の
武
将 

武
田
信
玄
の
念
持
仏
が
「
不
動
明
王
」

で
あ
る
の
で
、「
敵
に
強
く
、
民
に
優
し
い
」
二
面
性
を

持
っ
た
武
士
（
も
の
の
ふ
）
が
、
こ
の
菊
川
を
守
る
為

に
戦
っ
て
い
た
の
だ
と
、
遠
い
時
代
に
思
い
を
馳
せ
る
。

 

 

山城 上野城 

私
た
ち
菊
川
地
区
で
暮
ら
す
住
民
に
と
っ
て
、
ダ
ム
は
身
近
な 

存
在
で
あ
り
、
だ
け
ど
知
ら
な
い
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
は
川
上
ダ
ム
の
大
き
さ
な
ど
基
本
的
な
情
報
を
確
認
し
ま 

し
ょ
う
！
ク
イ
ズ
で
カ
ク
ニ
ン
！ 

 

① 

川
上
ダ
ム
は
い
つ
完
成
し
た
で
し
ょ
う
？ 

 

：
．
昭
和 

  

年 

；
．
昭
和   

年 

＜
．
昭
和   

年 

② 

か
さ
上
げ
工
事
は
い
つ
行
わ
れ
た
で
し
ょ
う
？  

 

：
．
昭
和 

  

年 

；
．
昭
和  

 

年 

＜
．
平
成  

 

年 

③ 

総
工
費
は
い
く
ら
で
し
ょ
う
か
？ 

 

：
． 

約  

億
円 

；
．
約 

 

億
円 

＜
．
約  

億
円 

④ 

ダ
ム
の
高
さ
は
何
メ
ー
ト
ル
あ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

 

：
． 

 

メ
ー
ト
ル 

；
． 

 

メ
ー
ト
ル 

＜
．  

メ
ー
ト
ル 

⑤ 

ダ
ム
の
総
貯
水
量
は
東
京
ド
ー
ム
何
個
分
で
し
ょ
う
？ 

 

：
． 

 

個
分 

 

；
．  

個
分 

 

＜
．  

個
分 

⑥ 

構
造
上
、
ダ
ム
に
入
っ
て
く
る
水
量
の
最
大
値
は
？ 

 

：
．
毎
秒 

  

ｔ 

；
．
毎
秒 

  

ｔ 

＜
．
毎
秒 

  

ｔ 

 

お不動様のお社（岡上野） 

川
上
ダ
ム
（菊
川
湖
）って
ど
ん
な
と
こ
？ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
は
、
人
気
沸
騰
で
あ

る
。
毛
利
元
就
の
様
に
、
小
国
の
一
族
が
周
辺
の
大
国
を

相
手
に
権
謀
術
数
を
め
ぐ
ら
し
て
、
真
田
家
、
毛
利
家
共

に
、
江
戸
時
代
末
ま
で
、
大
名
と
し
て
、
名
を
残
し
た
。

特
に
、
武
士
の
発
祥
の
東
国
は
、
ラ
イ
バ
ル
の
数
が
多
過

ぎ
て
、
結
局 

実
力
が
あ
っ
て
も
、
天
下
を
取
る
武
将
は
出

な
か
っ
た
。
敵
国
か
ら
の
守
り
は
、
山
城
は
必
須
で
あ
り
、

天
然
の
地
形
と
交
通
の
要
所
に
存
在
し
た
。 

  

こ
の
菊
川
に
も
、
富
岡
の
平
城
（
陶
氏
の
館
）
を
守
る

為
、
南
の
「
七
尾
城
」、
北
の
「
上
野
城
」「
別
所
城
」
が

あ
っ
た
。「
七
尾
城
」
は
、
国
道
に
よ
る
開
削
、
住
宅
地
、

鉄
塔
の
建
設
な
ど
で
、
昔
を
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
な
い
。「
別

所
城
」
は
、
北
の
敵 

吉
見
氏
を
想
定
し
、
堅
牢
な
竪
堀
が

あ
る
が
、
樹
木
に
覆
わ
れ
、
道
も
草
が
生
い
茂
り
気
楽
に

行
け
な
い
。
唯
一 

地
域
の
協
力
で
守
ら
れ
て
い
る
山
城
と

し
て
、
訪
問
出
来
る
の
が
、「
上
野
城
」
で
あ
る
。
こ
の
城

山
は
、
商
店
や
住
宅
地
の
中
に
、
お
椀
を
伏
せ
た
様
に
聳

え
、
素
人
で
も
、
山
城
の
条
件
を
備
え
る
と
思
う
。
川
側

か
ら
の
道
（
菊
川
薬
局
の
裏
）
は
、
急
峻
で
ジ
グ
ザ
ク
道

で
あ
る
の
で
、
敵
に
「
横
矢
（
敵
の
側
面
か
ら
矢
を
射
る

こ
と
）」
を
仕
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
側
（
農
協
側
）

は
、
更
に
峻
険
で
登
れ
な
い
。
南
側
に
も
、
道
が
あ
り
、

竪
堀
も
見
受
け
ら
れ
、
大
手
口
で
あ
ろ
う
。
現
在 

最
も
登 

 

【
川
上
ダ
ム
の
特
徴
】 

 

川
上
ダ
ム
が
完
成
し
た
の
ち
、
周
南
工
業
地
帯
の
さ
ら
な
る
発
展

が
あ
り
、
当
時
の
貯
水
量
で
は
工
業
用
水
の
需
要
に
追
い
付
か
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
か
さ
上
げ
工
事
を
施
し
、
貯
水
量
を
ほ
ぼ
２

倍
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
全
国
で
も
珍
し
い
ダ
ム
で
す
。 

【
川
上
ダ
ム
の
役
割
】 

 

少
し
意
外
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
基
本
的
に
菊
川

地
区
の
水
道
水
等
に
川
上
ダ
ム
の
水
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
実
は

川
上
ダ
ム
の
一
番
の
役
割
は
周
南
工
業
地
帯
へ
の
工
業
用
水
を
供

給
す
る
こ
と
で
す
。
川
上
ダ
ム
で
は
一
日
に
最
大
９
万
ｔ
程
度
の
水

を
工
業
用
水
と
し
て
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
で
も
有
数

の
工
業
地
帯
と
し
て
発
展
し
て
き
た
周
南
工
業
地
帯
。
そ
の
発
展
の

一
翼
を
支
え
て
き
た
の
は
私
た
ち
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
川
上
ダ
ム

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。 

 

ま
た
、
川
上
ダ
ム
は
防
災
面
で
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム

が
完
成
す
る
ま
で
は
、
富
田
川
が
氾
濫
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
ダ
ム
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
大
雨
に
よ
る
増
水
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
、
災
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
川
の
水
位
は
川

本
水
位
局
等
か
ら
随
時
情
報
が
届
い
て
お
り
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
放

流
量
を
決
め
て
い
ま
す
。
ま
た
ダ
ム
は 

 

時
間
体
制
で
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
特
に
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
時
に
は
特
別
な
体
制
で
、
ダ
ム

や
富
田
川
の
水
位
な
ど
を
管
理
し
、
防
災
に
努
め
て
い
ま
す
。
ダ
ム
の

職
員
の
方
も
菊
川
地
区
の
住
民
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
常
に
ダ
ム
に

流
入
す
る
水
量
や
放
流
量
、
貯
水
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
計
画
的
に
放
流

し
て
い
ま
す
（
写
真
：
左
上
）。
放
流
の
際
は
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

近
く
に
あ
る
看
板
（
写
真
：
左
下
）
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

４月１日付で競艇事業局から

菊川支所に異動してまいりまし

た。趣味はスポーツ全般の観戦で

す。早く菊川地域のことを知り、

みなさんに顔を覚えてもらえる

よう頑張りますので、よろしくお

願い致します。 

 

松田 一郎 

ずっと川上ダムを 

見守ってきたダムの番人 

はると くん （２歳） 
みおな ちゃん（９ヵ月） 

ののか ちゃん（２歳） 

仲良しこよし♡ 
すくすく育っています。 
最近のﾌﾞー ﾑはｱﾝﾊﾟﾝﾏﾝ♡ 

【
川
上
ダ
ム
か
ら
お
知
ら
せ
】 

 

山
口
県
で
は
毎
年
７
月
下
旬
に

「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
と
し
て

ダ
ム
の
見
学
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

川
上
ダ
ム
で
も
７
月 

日
～ 

日
ま

で
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
広
報

に
掲
載
予
定
で
す
！ 
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